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１．事業概要

位置図

今回評価区間
町田３・３・３６ 南町田 Ｌ＝850m

１

： 町田３・３・３６

： 今回評価区間

： 主要道路

凡例

神奈川県
相模原市

神奈川県
川崎市

神奈川県
大和市

神奈川県
横浜市

町田都市計画道路 ３・３・３６号 相原鶴間線
・起点：町田市相原町地内（ＪＲ横浜線相原駅付近）
・終点：町田市南町田地内（国道１６号の交差部）
・延長：約18.1㎞

東京都
町田市

南町田グランベリーパーク駅

相原駅



１．事業概要

事業期間

平成２５年度～令和７年度

事業の概要

• 本事業区間（南町田）は、町田３・３・３６号の最南端に位置する
延長約850ｍであり、国道１６号との接点となる重要な事業区間

• 本事業により、横浜方面や東名高速道路（横浜町田IC)へのア
クセスが向上するとともに、周辺道路の交通分散が図られる。

２



１．事業概要

町
田
３
・
４
・
２
９

町田3・3・36 南町田

計画平面図

◎延長 約８５０ｍ
◎幅員 ２５ｍ

路線概要

３
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１．事業概要

経緯

年 度 計画等

昭和36年10月5日 都市計画決定

平成24年11月26日 事業概要及び用地測量説明会

平成26年2月3日 事業認可

平成26年4月14日 用地説明会

４



１．事業概要

周辺状況

５

大和市

恩田川

横浜市

今回評価区間
町田３・３・３６ 南町田
（L=８５０m）

南町田グランベリーパーク駅

現状、町田街道に交通が集中し混雑している

町田市

H27_混雑度1.61

町田街道の混雑状況
町田街道から南側を望む



２．社会経済情勢等の変化

社会経済情勢の変化

本路線周辺の平成２７年度の現況交通量は、平成２２年度
と比較して、横ばいとなっている。

現況自動車交通量【町田街道】（道路交通センサスによる）

平成２２年度：１１，５６８台/１２ｈ
平成２７年度：１１，０６０台/１２ｈ

交通センサス
観測地点

今回評価区間

６

： 町田３・３・３６

： 今回評価区間

： 主要道路

凡例

： 町田街道



２．社会経済情勢等の変化

事業を取り巻く状況の変化

• 本事業区間の南側、国道１６号において、町田立体が平
成２８年４月に開通。町田立体本線から東名高速・横浜
町田ICに接続するランプ部が平成３１年に開通

• 町田３・４・３７号の本事業区間と並行する範囲が
平成２８年１２月に開通

７

町田３・４・３７
新規開通区間

： 町田３・３・３６

： 今回評価区間

： 主要道路

凡例

： 町田街道

： 新規開通道路

横浜町田IC

国道１６号 町田立体

ランプ部



３．事業の投資効果

定量的効果

【便益（Ｂ）の算定】 【費用（Ｃ）算定】

【費用便益比（Ｂ／Ｃ）の算定】

Ｂ／Ｃ ＝ ５．３

現在価値化総便益額 ３５２．９億円

走行時間短縮便益 ３３４．６億円

走行経費減少便益 １６．６億円

交通事故減少便益 １．７億円

現在価値化総費用額 ６６．８億円

工事費 ２７．５億円

用地費 ３４．１億円

維持管理費 ５．２億円

※費用便益分析マニュアル（国土交通省 平成30年２月）に基づき分析

８



３．事業の投資効果

定性的効果

９

事項 該当

交通

交通渋滞の解消 ◎

物資流動円滑化への寄与 ◎

バスの定時性 ○

迂回交通の減少 ○

景観 都市景観の向上 ○

防災

緊急車両の走行 ○

延焼遮断

災害時の避難路の確保

消防活動困難地域の解消

事項 該当

くらし

土地利用の転換・高度化

交通不便地域の解消

商業・産業の活性化

公共施設へのアクセス向上 ◎

安全

交通事故の減少 ○

バリアフリー化

自転車や歩行者のための空
間確保

◎

その他

※該当欄の◎は次頁以降に概要あり



３．事業の投資効果

＜交通・くらし・安全＞

１０

〇 交通について
横浜方面や東名横浜町田ICへのアクセス向上（周辺道路の交通分散）
〇 くらし・安全について

南町田グランベリーパーク駅利用者のアクセス向上
（歩行者や自転車の通行空間確保）

南町田グランベリーパーク駅

今回評価区間

凡例

： 町田３・３・３６

： 今回評価区間

横浜市

： 主要道路

相模原市

大和市
横浜町田IC

： 町田街道

※今回整備区間が整備されることで、町田街道等からの交通
分散が図られる



４．事業の進捗状況と見込み等

事業費の執行状況

用 地 費 工 事 費 合 計

全 体 事 業 費 ５，３２１百万円 １，２９０百万円 ６，６１１百万円

執 行 済 額 ３，５８４百万円 ６９百万円 ３，６５３百万円

執 行 率 ６７．４％ ５．３％ ５５．３％

用地取得状況

取得予定面積
（Ａ）

既取得面積
（Ｂ）

用地取得率
（Ｂ／Ａ）

１６，８７５㎡ １０，５２６㎡ ６２．４％

（R3年度末時点）

１１



４．事業の進捗状況と見込み等

一定期間を要した背景等

• 再建計画の策定等に課題があり、一部の権利者について合
意を得るのに時間を要している。

１２

• 各権利者の再建計画等を確認し、計画的に折衝を行うこと
で、未取得案件の早期取得を目指していく。

• 工事実施に向けて設計を随時実施する。

残事業の取り組み及び進捗の見通し等



５．コスト縮減等

• 施工にあたっては、建設発生土の再利用や再生材の使用を行って
いく。

• 無電柱化にあたっては、東京都無電柱化計画（R3.6改定）を踏
まえ、新材料等を積極的に活用し、コスト縮減に取り組む。

１３



６．対応方針（原案）

• 本事業により、横浜方面や、東名高速道路へのアクセス
が向上し、広域的な道路ネットワークが形成されることは
もとより、幹線道路の渋滞解消が図られ、生活道路への
車両流入が減少するとともに、交通環境が改善され、周辺
地域の安全性や防災性、利便性向上の効果が期待でき
る。

• 中止の場合は、整備効果を発揮できないだけでなく、これ
までの投資に見合った効果も得られなくなる

継 続
１４


